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講演内容

1. はじめに
OCTARVIAプロジェクト概要

2.実海域実船性能評価
OCTARVIAプロジェクト実施内容

3. まとめ
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海事８セクター（octō）で構成

海事クラスター共同研究

実海域実船性能評価プロジェクト

OCTARVIA project

プロジェクトの目的

船舶が実際に運航する波や風のある海域の中での速力、燃料消費量等の性能
（実海域性能）を正確に評価する方法を開発するための共同研究プロジェク
トです。

 Ship Owners
 Classification society
 PainT makers
 ShipyArds
 PRopeller & Rudder makers
 GoVernor maker
 Research Institute
 WeAther consulting company オクタビア



44

OCTARVIA project

参加25社
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OCTARVIA project
プロジェクトの目標

流れ

風

波

2017年10月～2020年9月まで（3年間）期間

約2.7億円（参加者で均等割し費用を負担）予算

1 運航段階での評価

2 設計段階での評価

3 船主への提示方法

世界中の船舶をほぼ同じ精度で客観的に評価・比較できる「ものさし」を
確立します。
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S2 実海域性能推定手法の構築S1 実海域における
実船性能モニタリング手法の構築

設計フェーズ

運航フェーズ

S3 実海域性能評価手法の確立

実船モニタリングデータ解析

実運航データをベー
スにした性能評価

水槽試験技術／
計算技術

波浪中抵抗
増加

波浪中自航要素

CFD
（風・波）

実海域再現
水槽

曳航水槽

運航モデルでの燃料消費量評価法の検討

船主等に対する実海域性能の提示方法

多様な気象海象
での実海域性能

の提示方法

OCTARVIA project

新たなモニタリング計測手法

船舶の実海域性能を客観的に
評価できる「ものさし」の確立
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S1-WG
（S1実海域における実船性能モニタリング手法の構築）

（WGリーダー：枌原直人（海技研）、サブリーダー：米澤拳志（（株）MTI））

S2-WG
（S2実海域性能推定手法の構築）

（WGリーダー：久米健一（海技研）、サブリーダー：折原秀夫（ジャパン マリンユナイテッド（株）））

S3-WG
（S3実海域性能評価手法の確立）

（WGリーダー：杉本義彦（（株）商船三井）、サブリーダー：黒田麻利子（海技研））

研究チーム
（複数設置可）

プロジェクト運営会議
（メンバー：プロジェクト参加各社の代表者）

議長：大和裕幸（（国研）海上・港湾・航空技術研究所 理事長）
副議長：太田垣由夫（ジャパン マリンユナイテッド（株）顧問）

プロジェクト事務局
（海技研・NK）

ステアリングコミッティー
委員長：松本光一郎（ジャパン マリンユナイテッド（株）

常務執行役員 技術研究所長）
（メンバー：海運３社、造船４社、メーカー等１社、海技研）

WGは適宜ジョイント開催

検討の付託

研究実施体会議
プロジェクト（PJ）長：辻本勝（海技研 流体設計系長）
（メンバー：PJ長＋各WGのリーダー、サブリーダー）

報告

報告

研究チームの設置はプロジェクト運営会議に報告

評価 報告

●プロジェクト運営会議
研究の進捗及び予算の管理、研究内容の
見直し、研究成果の報告その他研究参加者
が定める事項の決定

●ステアリングコミッティー
運営会議の付託を受けて、上記につき検討

●研究実施体会議及びS1～3-WG
実施計画書に沿って実質的な研究を実施

●研究チーム
個船のモニタリングデータの解析などを実施
（S1-WG内に設置）

＜各会議体の役割＞

OCTARVIA project 構成
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OCTARVIA project 全体イメージ

実海域における性能優劣が、客観的かつ透明性をもって評価可能
実海域性能向上の研究が促進（技術者の人材育成を含む）

<アウトカム>
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OCTARVIA project 実施事項

業務分担

☆参加社は役務の提供が原則

実施方法

☆オープンイノベーション

分担計算

必ず研究小項目を主担当する

技術調査の分担

知財は共有 管理は海技研

規約方式で契約

※ただし最終年度は認めない

途中参加がしやすいよう留意

※初年度からの参加に相当する負担は必要

報告書とりまとめ
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S1-WG 実海域における実船性能モニタリング手法の構築

S2-WG 実海域性能推定手法の構築

S3-WG 実海域性能評価手法の確立

☆10研究チーム（10船型）を編成し、実船モニタリングデータ解析手法を検討

☆モニタリング計測精度、モニタリング手法などの調査

☆計算法のベンチマークデータとなる波浪中水槽試験／風洞試験（持回り試験）
を実施

☆12社にて風CFD／波浪中CFDを分担計算

☆指標を「ライフサイクル主機燃費」とする

☆目標精度：燃費2%と設定

☆全体シナリオ・ロードマップを作成

OCTARVIA project WG実施事項



11

OCTARVIA project S1-WG

データ収録法

実船モニタリングデータ

計測データ項目

S1-WG 実海域における実船性能モニタリング手法の構築

瞬時値

統計値（平均／標準偏差）

計測／解析間隔

陸上送信データ

項目毎の精度評価 目標精度：燃費２％

時間

送信

送信

平均／標準偏差

瞬時値

解析間隔

計測間隔

船上計測
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OCTARVIA project S1-WG

実船モニタリングデータ解析（１０隻）

大型コンテナ船（２）

中型コンテナ船

外航自動車運搬船（２）

バルカー（ケープサイズ）（２）

超大型鉱石運搬船

タンカー（MR）

タンカー（VLCC）
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＜中型コンテナ船解析結果＞

風のみで平水中データを抽出し、
数式モデルのパラメータを同定
した場合（ヒストグラム）

フィルタリング条件、外乱影響

計算と実績値との燃費差（%）

数式モデルの検討
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OCTARVIA project S1-WG
全球気象海象データ（日本気象協会） 波浪諸元

NOAAブイデータとの比較
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OCTARVIA project S1-WG
方向スペクトラム（数値予測）波浪諸元

標準スペクトラム
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OCTARVIA project S2-WG

風洞試験

風圧力評価

簡易式

CFD計算

類似船データ

計算ガイドライン

持回り試験の実施

分担計算の実施

S2-WG 実海域性能推定手法の構築
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OCTARVIA project S2-WG

波浪中水槽試験

波浪影響評価

実用推定式

CFD計算

持回り試験の実施

S2-WG 実海域性能推定手法の構築

計算ガイドライン

分担計算の実施

波浪中抵抗増加 波浪中自航要素
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OCTARVIA project S2-WG

実用推定式 波浪中抵抗増加 波浪中自航要素

実海域再現水槽
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波長船長比1.1

OCTARVIA project S2-WG

波浪中船尾流場

高揚力舵

ガバナー特性

ペイント評価

プロペラ作動

ライフサイクル評価

S1-WGS2-WG

S3-WG

連携

船体中心線を側面から撮影（プロペラ近傍）
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海事クラスターを結集したOCTARVIA project
にて実海域実船性能評価の「ものさし」の確
立を行うとともに、アウトカム創出を目指し
ます。

まとめ

実海域における性能優劣が、客観的かつ透明性をもって評価可能
実海域性能向上の研究が促進（技術者の人材育成を含む）


